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聾
学
校
と
い
う
名
を
残
し
て
―
―
。

こ

う
訴
え
る
静
岡
県
の
聾
者
の
男
性
か
ら
の

投
書
が
本
紙

「声
」
欄
に
載
っ
た
。

静
岡

県
教
委
が

「聾
学
校
」
を

「聴
覚
特
別
支

援
学
校
」
と
改
名
す
る
こ
と
へ
の
異
議
だ

っ
た
。

学
校
教
育
法
の
改
正
を
受
け
た
措

置
だ
が
、

全
日
本
聾
唖
連
盟
は
改
名
に
反

対
。

全
国
の
都
道
府
県
教
委
の
判
断
は
割

れ
て
い
る
。

（千
葉
恵
理
子
、

赤
田
康
和
）

「声」欄に載った投書

(2月 27日付、抜粋)

「聾学校」という名称を 「聴覚特別支援学校」

に変更すると昨年末、静岡県教委から通知があつ

た。聾唖団体は反対し、話し合いを重ねた。

県議会に提案するため、ギ リギ リになって通知
があ り、話し合いは打ち切られた。

私たち聾唖者は「聾」であることに誇 りを持ち、

「聾学校 」は100年も の歴史を重ねてきた。な

ぜ、県教委は 「聴覚特別支援学校」力ゞ適切と判断
したのか。 ・

お願いです。「聾学校」という名を残して下さい。

元
生
徒
ら
「言
葉
に
誇
り
」

静
岡
県
で
は
、

校
名
変
更

に
県
聴
覚
障
害
者
協
会
が
反

対
し
て
き
た
。

県
教
委
は
変

更
の
理
由
を
説
明
し
た
が
、

話
し
合
い
は
平
行
線
に
。

県

教
委
は
２
月
県
議
会
に
校
名

変
更
の
条
例
案
を
提
出
。

今

月
１９
日
に
可
決
さ
れ
る
見
通

し
だ
。

納
得
で
き
な
い
思
い
か
ら

投
書
し
た
の
は
静
岡
市
の
会

社
員
山
本
直
樹
さ
ん
（３５
）
ｏ

ｌ
歳
の
頃
、

高
熱
で
聴
力
を

失
っ
た
。

小
中
学
校
は
普
通

校
に
通
い
、

友
人
や
先
生
と

は
筆
談
や
読
層
で
対
話
し

た
。

移
動
す
る
教
室
が
変
更

に
な
っ
た
の
を
知
ら
ず
、

無

人
の
教
室
で
待

っ
て
い
た

り
、

先
生
の
冗
談
に
ク
ラ
ス

が
わ
い
て
も
自
分
だ
け
キ
ョ

ト
ン
と
し
て
い
た
り
。

周
り

と
意
思
疎
通
が
十
分
に
で
き

ず
孤
独
を
感
じ
た
。

高
校
は
筑
波
大
付
属
聾
学

校
に
進
学
。

手
話
が
授
業
で

も
使
わ
れ
た
の
で
内
容
が
よ

く
分
か
り
、

勉
強
が
楽
し
く

な
っ
た
。

同
級
生
と
笑
っ
た

り
怒
っ
た
り
も
で
き
た
。

同
校
は
校
名
を
筑
渡
大
付

属
聴
覚
特
別
支
援
学
校
に
変

更
し
て
い
る
。

山
本
さ
ん
は

「静
岡
は
二
の
舞
い
に
な
ら

な
い
よ
う
に
し
た
い
」
と
願

アつ
。静

岡
県
教
委
は
な
ぜ
変
え

る
の
か
。

特
別
支
援
教
育
課

の
名
倉
慎

一
郎
課
長
は

「
一

般
に

『聾
』
と
い
う
字
に
は

差
別
的
な
ニ
ュ
ア
ン
ス
が
あ

り
、

『聴
覚
障
害
』
と
言
い

換
え
が
進
ん
で
い
る
」
と
説

明
す
る
。

だ
が
（
山
本
さ
ん
は

「聞

こ
え
な
く
て
も
あ
り
の
ま
ま

の
自
分
で
生
き
る
。

そ
ん
な

私
た
ち
の
誇
り
が

『聾
』
と

い
う
言
葉
に
こ
も

っ
て
い

る
」
と
話
す
。

「
特
別
支

援
」
と
い
う
言
葉
は
、

聾
者

を
支
援
さ
れ
る
低
い
側
に
位

置
づ
け
て
し
ま
う
と
訴
え

る
。校

名
変
更
の
き
っ
か
け
は

昨
年
４
月
の
改
正
学
校
教
育

法
の
施
行
だ
。

学
校
の
法
律

上
の
種
別
が
変
わ
り
、

聾
学

校
、

盲
学
校
、

養
護
学
校
は

「特
別
支
援
学
校
」
と

一
つ

に
く
く
ら
れ
た
。

複
数
の
障

害
が
あ
る

「重
複
障
害
」
の

子
ど
も
に
対
応
し
や
す
く
す

る
こ
と
な
ど
が
狙
い
だ
。

た
だ
、

文
部
科
学
省
は
都

道
府
県
教
委
あ
て
に
、

警
学

校
と
い
う
名
称
を
用
い
て
も

よ
い
、

と
す
る
通
知
を
出
し

て
い
る
。

聾
学
校
は
全
国
に

約
１
０
０
校
あ
る
が
、

文
科

省
の
調
べ
で
は
、

昨
春
時
点

で
校
名
を
変
更
し
た
と
こ
ろ

は
兵
庫
や
広
島
な
ど
に
あ
る

９
校
に
と
ど
ま
っ
た
。

全
日
本
聾
唖
連
盟
の
調
べ

で
は
、

校
名
を
変
え
な
い
方

針
を
打
ち
出
し
て
い
る
教
委

は
東
京
、

山
梨
、

群
馬
、

愛

知
な
ど
。

変
更
し
な
い
理
由

に
つ
い
て
山
梨
県
教
委
は

「聾
文
化
を
尊
重
し
て
欲
し

い
と
の
思
い
を
受
け
止
め

た
」
。

群
馬
県
教
委
は

「聾

誤
解
さ
れ
て
い
る
と
指
摘
す
る
。

マ
ス
メ
デ

ィ
ア
で
は

「耳
が
不
自
由
な
方
」
と
い
う
表

現
も
使
わ
れ
て
き
た
。

全
日
本
聾
唖
連
盟
の

河
原
雅
浩

・
教
育
対
策
部
長
も

「聾
で
あ
る

こ
と
に
私
た
ち
は
誇
り
を
持

っ
て
い
る
」
と

話
し
、

「聾
」
に
差
別
的
な
意
は
な
い
と
み

る
。

聾
　
国
立
身
体
障
害
者
リ
ハ
ビ
リ
テ
ー
シ

閣
岡
輛

陣
）

穀
ル
静
封
詢
姉
帥
擦
颯
雄
窃

な
っ
た

「
つ
ん
ば
」
か
ら

「聾
者
」
へ
と
、

「聾
者
」
か
ら

「聴
覚
障
害
者
」
へ
と
言
い

換
え
が
進
み
、

「聾
者
」
と
い
う
言
葉
も

「も
は
や
使
わ
な
い
差
別
的
な
言
い
方
」
と

都道府県 対応三分

教
育
の
専
門
性
を
重
視
し

た
」
と
説
明
す
る
。

聾
学
校
の
授
業
な
ど
の
対

話
手
段
の
中
心
は
誘
層
な
ど

に
よ
る

「
口
話
法
」
だ

っ

た
。

手
話
は
厳
し
く
禁
止
さ

れ
た
時
代
も
あ
っ
た
。

手
話

は
子
ど
も
同
士
の
対
話
手

段
と
し
て
生
き
続
け
て
き

た
。９５

年
に
は
論
文

「ろ
う
文

化
宣
言
」
が
発
表
さ
れ
、

議

論
を
呼
ん
だ
。

音
声
日
本
語

か
ら
独
立
し
た
固
有
の
文
法

を
持
つ

「日
本
手
話
」
を

一

言
語
と
位
置
づ
け
、

日
本
手

話
を
使
う
聾
者
を

コ
一一一申語
的

少
数
者
」
と
位
置
づ
け
た
。

論
文
を
書
い
た
聾
者
で
Ｎ

Ｈ
Ｋ
手
話
ニ
ュ
ー
ス
・
キ
ャ

ス
タ
ー
の
木
村
陪
美
さ
ん

（４２
）は

「聾
学
校
は
聾
社
会

の
基
盤
で
心
の
よ
り
ど
こ

ろ
。

日
本
語
の
名
が
変
わ
っ

て
も
、

私
た
ち
は
手
話
で

『聾
学
校
』
と
呼
び
続
け
る

だ
ろ
う
」
と
話
す
。


